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くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト

平成28年熊本地震から8年が経過しました。今までの
多大なご支援、誠にありがとうございます。
　西原村は「ひとが育み　ひとと輝く　誇りあるふるさと」
を目指し、地域資源を活用した魅力発信、安心して産み育て
られる子育て支援、TSMCの県内進出に伴う新工業団地整
備を始めとした地域産業の育成、住みたい・住み続けたいと
思える環境整備を進めてまいります。今後とも西原村に
温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

まち・ひと・しごと創生　西原村総合戦略

西原村
ニシ 　 ハラ 　 ムラ 総人口…6,627人　男…3,221人　女…3,406人　世帯数…2,629世帯

〈人口構成比〉　15歳未満…13.4％　15～64歳…53.7％　65歳以上…32.9％

温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

寄附
御礼

・贈呈式開催（首長出席、寄附額100万円以上）
・感謝状贈呈（寄附額10万円以上） ・地公体広報誌掲載 ・視察受入・ＨＰ掲載
・功労者表彰推薦 ・その他・紺綬褒章推薦

西原村は、豊かな自然に囲まれ美しい景観を持つ一方で、熊本市
まで車で約30分圏内と、自然の豊かさと利便性を備えた環境に
あり、転入数が転出数を上回る状況が続いています。
　しかしながら、平成28年熊本地震の影響による人口減少、少子
高齢化、出生数の低下等の課題を抱えており、生産年齢人口・年少
人口の増加、各地区のコミュニティの維持・発展を図る必要があ
ります。
　地域資源を活用した新たな魅力発見や情報発信、移住・定住相
談体制の充実、住環境の整備等の事業に取り組んでまいります。

寄附の
具体的な
メリット

　都心部では味わえないような豊かな自然がある村として全国へ発信するにあたり、資金
やノウハウ面でご支援いただける企業様を募集しています。また、相談・受入体制の整備も
進めて行く必要があるため、ぜひご支援の程よろしくお願いいたします。

総事業費 ─ 寄附目標額　─

数値目標 ─

●その他の寄附事業に関しましては、最寄りの肥後銀行までお問い合わせください。

寄附申出書の事業名選択時は「人々が訪れる魅力あるむらづくり」を選択してください。

〈SDGs〉関連するゴール移住・定住促進のための
受入れ環境づくり

くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト▶▶▶ 西原村

　本村は自然に囲まれのびのび子育てができる環境を有して
おり、子育て世代の移住が増えています。
保育サービスでは、保育園での自然を生かした外遊び等を

実施し、延長保育等の子育て支援にも力を入れています。
 　一方で、保育士不足や保育スペースの確保、各子育て世帯に
応じた対応、子育て家庭の孤立解消のための実態調査等、丁寧
な対応が必要な課題も多くあります。子育て支援の充実や
子育て世代の経済的負担減に向けた支援制度の拡充、子ども
の居場所づくり等の取組を進めていきたいと考えています。

寄附の
具体的な
メリット

　結婚、出産、子育てまでを本村で考えてもらうためのワーク・ライフバランスについて、
企業様のノウハウやアイデアをお聞かせください。子育て環境づくりに積極的な企業様か
らのご支援をお待ちしております。

田植え体験

寄附申出書の事業名選択時は「結婚・妊娠・出産子どもの育ちを応援する村づくり」を選択してください。

〈SDGs〉関連するゴール結婚、出産、子育てまで　
子どもの育ちを支える学びの推進

総事業費 ─ 寄附目標額　─

数値目標 ─

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

1基
本
目
標 　自然環境の良さ、子育てのしやすさ等住んでみてわかる本村の魅力を多様な媒体で情報発信。村内

既在住者が残りたいと思わせる情報発信。定住につなげる受け入れ環境づくり。

人々が訪れる魅力あふれるむらづくり

2基
本
目
標 　子どもの医療体制の充実、子育てのための経済的支援、多様な保育・教育ニーズへの対応。

結婚・妊娠・出産　子どもの育ちを応援するむらづくり

3基
本
目
標 　医療・福祉分野、製造業分野等を中心とした就労環境をもつ本村にあって、今後、女性のニーズにあった

職種とのマッチングのためのハローワークとの連携による女性が働きたくなる職場や職種の確保。

すべての住民がいきいきと働くむらづくり

4基
本
目
標 　快適な日常生活を送ることができる住環境の整備。快適な日常生活を送ることができる施設等への

利便性確保。デジタル実装による持続可能なむらづくり。

住みたい、住み続けたい西原村の実現

健やかな妊娠・出産・子育てまでの
切れ目ない支援

移住・定住促進のための受入れ環境づくり
　本村は熊本都市圏にありながら豊かな自然を持つ住みやすい環境
を有しており、人口動態においては社会増が続いていますが、一方で
社会増に対して自然減が上回っており、少子高齢化や出生数の低下
等の課題を抱えています。
　村内外の方から「選ばれ
るむら」となるため、本村
の魅力発信、移住定住相談
体制の充実や地域住民間
の交流促進、住環境の充実
等、受け入れ環境づくりに
尽力します。

カテゴリー2 過疎対策・定住移住 カテゴリー4
児童福祉

自然の中での子育て

吉井 誠村長

熊本IC

御船IC
益城熊本空港IC

※データは令和6年7月発行、熊本県市町村要覧をもとに作成しております。

　本村にはのびのび子育てできる自然環境が
あり、子育て世代の移住を中心に世帯数は増加
傾向です。育児支援では、保育園での自然を活か
した行事や子育て支援にも力を入れています。
　今後保育サービス
の更なる充実、各子
育て世帯の個別性に
応じた丁寧な支援が
できる体制づくり等
の課題に取り組んで
まいります。
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